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(技術分野) 
３ ５ 

 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

観点 

発行者 基礎・基本の定着 主体的に学習に取り組む工夫 内容の構成・配列・分量 内容の表現・表記 言語活動の充実 

０２ 

東 書 

① 目標の示し方 

○小項目ごとに「目標」を

示している。 

 

② 伝統文化 

○伝統文化に関する内容に

｢技術の匠」コーナーを設

けたり「伝統・文化」マ

ークを付けるなどして示

している。 

○「資料」の中に「日本の

伝統野菜」についての記

載がある。 

 

③ まとめの工夫 

○章末の「学習のまとめ」

を「学習を振り返ろう」

「学習したことを確かめ

よう」「生活に生かそう」

の３部構成にしている。 

○各章単元ごとに「まとめ

よう」のコーナーを設け

ている。 

             

④ 興味関心を高める工夫 

○各章項目ごとに「考えて

みよう」「話し合ってみよ

う」「やってみよう」とい

う項目を設定している。 

○各章に「生活に活かそう」

のコーナーを設け，自分

たちの暮らしにつなげて

考えられる工夫がされて

いる。 

 

⑤ 実践的・体験的な学習 

○各領域とも実習例として

取り上げてある題材は，

写真とあわせ製作や育成

の手順が具体的に示して

ある。また，その数は各

領域を合わせて３４例で

ある。 

 

⑥ 技術の適切な評価と活

用 

○「材料と加工に関する技

術の評価・活用」として，

次の項目について考えさ

⑦ 題材の配列 

○ガイダンスとして 12 ペ

ージを要している。 

○「材料と加工に関する技

術」において「製図」に

関わる学習内容が同じペ

ージに掲載されており，

それぞれの図法（キャビ

ネット図・等角図．第三

角法による正投影図）の

特徴が比較しやすく，理

解しやすくなっている。 

○「材料と加工に関する技

術」74 ページ「エネルギ

ー変換に関する技術」56

ページ「生物育成に関す

る技術」44 ページ「情報

に関する技術」64 ページ 

○「材料と加工に関する技

術」において，木材，金

属プラスチック材料に関

する記述を「いすに使わ

れている材料の例」とし

てイラストをまじえて記

述してある。さらに，「技

⑨ 本文記述と関連づけが

なされたマークの活用 

○多元的な学習を効果的に

標記するための工夫とし

て，マークが多様に使わ

れている。 

○学習内容の提示・発問と

して各小項目に「考えて

みよう」「調べてみよう」

「話し合おう」「やってみ

よう」などの欄を少なく

とも１つ以上設け，学習

の始めの活動例を示して

いる。 

○「リンク」「他教科」「小

学校」というマークで他

のページや他教科との関

連，小学校の学習の振り

返りを示している。 

○「ポイント」のマークを

用い，実習や活動のポイ

ントを確認することを示

している。 

○「衛生」のマークを用い，

衛生に配慮することを示

⑩ 実習等の結果を整理

し，考察する学習活動の

工夫 

○「情報に関する技術」で

は次のような過程の中

で，ディジタル作品を作

ることをとおし，言葉や

図表などを用いて考えた

り，説明したりする学習

活動を行うことになって

いる。 

１制作品の構想 

２制作品の設計 

３素材の準備・加工 

４素材の統合 

５制作品の評価・修正 

６制作品の発表・発信 

○ディジタル作品の制作の

実習例ではそれぞれプレ

ゼンテーション・ビデオ

編集・Ｗｅｂページ作成

ソフトウェアの紹介が見

開き２ページにわたって

なされ，合わせてプラス

面マイナス面の紹介がな



せる学習を設定してい

る。 

・材料と加工に関する技術

を未来に生かそう 

・材料と加工に関する技術

の評価と活用 

・材料と加工に関する技術

と環境との関わり 

・材料と加工に関する技術

と経済の関わり 

・材料と加工に関する技術

と社会との関わり 

・新しい材料と加工に関す

る技術の開発 

術のとびら」のページに

木材，金属，プラスチッ

ク材料のそれぞれの特徴

を写真やイラストをまじ

えて詳述してある。あわ

せて具体的な利用例を写

真で紹介している。 

 

⑧ 発展的な学習の扱い方 

○発展のマークを付けてい

る 

発展マークについての説明 

「学習指導要領には示され

ていない内容ですが，必

要に応じて学習しましょ

う。」 

している。 

○「消費者」のマークを用

い，消費者としての意識

を持って学習することを

示している。 

○「防災」のマークを用い,

防災への備えを示してい

る。 

 

されている。 

⑪ 言葉や図表，概念など

を用いて考えたり，説明

したりするなどの学習活

動の工夫 

○「材料と加工に関する技

術」において次のように

「製作品の設計」の流れ

を示している。 

１設計の手順 

２構想の方法 

３構想の具体化 

４構想のまとめ（修正） 

５製図 

○各章の「評価・活用」の

単元に「プラス面・マイ

ナス面」を対比してまと

めたり，その発表の仕方

を示したりするなど，「ま

とめと発表の仕方」を記

載している。 

０６ 

教 図 

① 目標の示し方 

○大項目ごとに，学習する

内容と学習内容に関する写

真を載せている。 

 

② 伝統文化 

○写真を用いて，伝統と文

化を示している。また，同

じく口絵にも示している。 

③ まとめの工夫 

○各内容の章末に「まとめ」

と「章末問題」を設定して

いる。 

  

④ 興味関心を高める工夫 

○各項目のはじめに「調べ

てみよう」「やってみよう」

「考えてみよう」の欄があ

る。 

 

⑤ 実践的・体験的な学習 

○各領域とも実習例として

取り上げてある題材は，

写真とあわせ製作の過程

や育成の手順が写真と説

明文で具体的に示してあ

る。また，その数は各領

域を合わせて２２例であ

○ガイダンス的な内容とし

て 6 ページを要してい

る。 

○「材料と加工に関する技

術」74 ページ「エネルギ

ー変換に関する技術」54

ページ「生物育成に関す

る技術」56 ページ「情報

に関する技術」60 ページ 

○「材料と加工に関する技

術」において「製図」に

関わる学習内容（キャビ

ネット図・等角図．第三

角法による正投影図）が

⑨ 本文記述と関連づけが

なされたマークの活用 

○学習内容の提示・発問と

して「調べよう」「やって

みよう」「考えよう」の欄

が設けられているが，小

項目によっては設けられ

ていないところもある。 

○他との関連に関する項目

（マーク等）は設けられ

ていない。 

⑩ 実習等の結果を整理

し，考察する学習活動の

工夫 

○「情報に関する技術」で

は次のような過程の中

で，ディジタル作品を作

ることをとおし，言葉や

図表などを用いて考えた

り，説明したりする学習

活動を行うことになって

いる。 

１ディジタル作品の設計 

２情報の加工－文書とレイ

アウト 



る。 

 

⑥ 技術の適切な評価と活

用 

○「材料と加工に関する技

術の評価・活用」の領域

において，「強さへの挑

戦」として次４つの項目

について考えさせる学習

が掲載されている。 

・強さが必要なものづくり 

・強い材料 

・強さを高めるくふうと構 

 造 

・材料と加工に関する技術 

の未来 

 

 

３ページにわたって図示

してある。ただ，かき方

の説明の図や文章記述は

ない。 

○「材料と加工に関する技

術」において，木材，金

属プラスチック材料に関

する記述がある。そのう

ち，プラスチック・金属

については「性質と利用」

に加え，リサイクルにつ

いて記述されている。 

⑧ 発展的な学習の扱い方 

○発展のマークを付けてい

る 

○発展マークについての説

明 

「学習指導要領には示され

ていない内容です。学習

の進んだ人や，興味を持

った人は必要に応じて取

り組んでみましょう。」 

 

３情報の加工－表・グラフ

による整理 

４情報の加工－画像の加工

（ディジタル写真の加

工） 

５情報の加工－ビデオの撮

影と編集 

６プレゼンテーション 

７Webページ 

○デジタルものづくり」の

章では，「プレゼンテーショ

ンの制作に関わって，準備，

内容の組立て，スライドの

工夫，プレゼンテーション

の実行とその手順を示して

いる。 

○最後に，相互評価するた

めの「評価シート」を掲載

している。 

 

⑪言葉や図表，概念などを

用いて考えたり，説明し

たりするなどの学習活動

の工夫 

○「材料と加工に関する技

術」において次のように

「製作品の設計」の流れ

を示している。 

１生活と製品の関係を考え 

 る 

２製品に必要な機能を検討

する 

３アイディアを考える 

４アイディアシートをつく  

 る 



５組み立て図をかく 

６模型づくりのための材料

取り図をかく 

７模型をつくる 

８問題点を見つける 

９問題点を改善し，組立て

図をかき直す 

 

０９ 

開隆堂 

① 目標の示し方 

○小項目ごとに「目標」を

示している。 

 

② 伝統文化 

○ガイダンスの内容の章を

中心に，「今も生きる先人

の技術」や「活躍してい

る日本の伝統技術」とい

う見出しで，伝統と文化

を示している。 

 

③ まとめの工夫 

○各内容の章末に「学習の

まとめ」を次の２つの項

目で設定している。 

 ・「学習を振り返ろう」 

 ・「生活に生かそう」 

○各単元に「振り返り」の

コーナーを設けている。 

○「探究」コーナーを設定

して，学習内容を発展させ

る工夫がされている。 

④ 興味関心を高める工夫 

○各項目のはじめに「考え

てみよう」「思い出してみ

よう」「調べてみよう」「話

し合ってみよう」「観察し

てみよう」「やってみよ

う」「見つけてみよう」の

欄がある。 

⑤ 実践的・体験的な学習 

○各領域とも実習例として

取り上げてある題材は，

製作の過程や育成の手順

が写真と説明文で具体的

に示してある。また，そ

の数は各領域を合わせて

３３例である。 

 

⑥ 技術の適切な評価と活

用 

○「材料と加工に関する技

術の評価・活用」として，

次の項目について考えさ

せる学習を設定してい

る。 

1．社会・環境との関わり 

・材料と加工に関する技術

と社会・環境 

○ガイダンスとして 18 ペ

ージを要している。 

○「材料と加工に関する技

術」72 ページ「エネルギ

ー変換に関する技術」44

ージ「生物育成に関する

技術」40ページ「情報に

関する技術」65 ページ 

○「材料と加工に関する技

術」において「製図」に

関わる学習内容が２ペー

ジにわたって掲載されて

いる。それぞれの図法（キ

ャビネット図・等角図．

第三角法による正投影

図）の特徴が比較しやす

く，理解しやすくなって

いる。 

○４領域の最初の２ページ

にわたって技術に関わる

様々な発明や発見の歴史

が掲載されている。 

 

⑧ 発展的な学習の扱い方 

○発展のマークを付けてい

る。 

⑨ 本文記述と関連づけが

なされたマークの活用 

○学習内容の提示・発問と

して「考えてみよう」「調

べてみよう」の欄を設け

各学習項目を学ぶにあた

って，基礎的なこと身つ

けるために，あらかじめ

考えたり調べする課題を

示している。 

○「リンク」という欄で，

他の学習項目や家庭分野

など，内容が関連するペ

ージへのリンクを示して

いる。 

○「探究」のマークを用い, 

学習内容を深めたり広げ

して，さらに探究してゆ

く内容を示している。 

⑩ 実習等の結果を整理

し，考察する学習活動の

工夫 

○「情報に関する技術」で

は次のような過程の中

で，ディジタル作品を作

ることをとおし，言葉や

図表などを用いて考えた

り，説明したりする学習

活動を行うことになって

いる。 

１生活の中のメディア 

２ディジタル作品の構想 

３情報の収集と加工 

４作品の制作・発表 

○ディジタル作品の制作の

実習例ではそれぞれプレ

ゼンテーション・ビデオ

編集・Ｗｅｂページ作成

ソフトウェアの紹介がさ

れている。このうちプレ

ゼンテーションソフトウ

ェアは見開き２ページ，

ビデオ編集・Ｗｅｂペー

ジ作成ソフトウェアは２

つを合わせて見開き２ペ

ージに紹介がなされてい



・材料と加工に関する技術

と産業・経済 

2．材料と加工に関する技術

と私たち 

 

 

○発展マークについての説

明 

 発展的な学習内容。（この

「発展」で取り扱う内容

は，学習指導要領に示さ

れているものではなく，

一律に学習しなければな

らない内容ではない。） 

る。 

○「ディジタル作品の制

作・発表」では，「素材の

組み合わせ」「全体の見直

し」「作品発表，発表後の

評価と改善」というよう

に，学習の流れを示して

いる。 

○プレゼンテーションの例

では，「設計」「制作：素

材集めと加工」「制作：作

品製作」「製作：全体の見

直し」「発表」とその手順

を細かく示している。 

 

⑪ 言葉や図表，概念など

を用いて考えたり，説明

したりするなどの学習活

動の工夫 

○「材料と加工に関する技

術」において次のように

「製作品の設計」の流れ

を示している。 

１使用目的と製作品の決定 

２機能の検討 

３構造の工夫 

４使用する材料の選択 

５加工方法の検討 

６接合方法の検討 

７仕上げ方法の検討 

８製図 

 

 


